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うみラクプロジェクト（トヨタ・モビリティ基金支援事業） 次なるステージへ！

NPO法人イーモビネット

いーもび通信

地域のシニアドライバーが高齢者を支える、
益城町お出かけサービス。新型コロナウィルス
感染症対策のため、これまではお困りの方の
み、スタッフが個別にスーパーなどに送迎する
やり方で支援を続けてきましたが、感染リスク
対策を踏まえて、10月から従来の乗り合わせの
定時運行、ボランティアさんによる支援活動に
戻すこととしました。
マスク着用の徹底や利用者との離隔などの安

全対策を徹底しながらの活動になりますが、今
後はオンラインでの買い物支援や家族との面会

益城町おでかけ支援（どこいこカー） 10月より本格的に再開！01

×海上タクシー夜間のりあい便、
好調にスタートしました！！

8月より、天草の離島、御所浦と内陸部の自由な往来を
可能にする「海上タクシー夜間のりあい便」が、対岸港で
ある棚底港との間で運行開始しました❗
これにより、対岸の町まで出かけた島民の方々が、定期

船の最終時刻を気にせずに、友達や家族と食事したり、飲
み会に参加したり出来るようになりました。

など、コロナ禍のなかでも、高齢者の孤立や不活
発病の防止に繋がる新たな試みを取り入れながら、
移動支援と組み合わせた活動を展開していきます。
引き続き「どこいこカーましき」へのご支援宜し
くお願いします！！

運行初日の8月20日は、さっそく３名の方が利用。本渡（天草市）での
仕事帰りの公務員の方、家族の用事で熊本市まで行っていたという女性
の方などが、「これは本当に助かる！」と言って、棚底港からの復路便
に笑顔で乗船されてました。
「タクシーを乗り合って割り勘する」ような移動ニーズの手軽なマッチ
ングを、スマートフォンなどを使って、離島の海上交通にも適用しよう
という、モビリティ・シェアリングの仕組み「うみラクプロジェクト」
トヨタモビリティ基金の支援による「天草の離島を『海の道』で繋ぐ

モビリティシェアリング」、11月以降は更におトクになるプランを設定
して、展開していきます。ご期待ください！！

お出かけ支援風景（10月1日
益城町木山のスーパーにて）

お出かけ支援風景（10月1日
益城町田原の災害公営住宅にて）

「うみラク」スタッフ・関係者で
記念撮影（8月20日 天草市御所浦）

「夜間のりあい便」初日の運行
状況（8月20日 天草市御所浦）

詳しくはコチラで！→ https://umiraku.mobi/
（「うみラク」で検索ください）
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ご支援ありがとうございました。（令和2年7月豪雨 支援活動 報告）02
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これまでの主な支援内容 （9月末まで）
① 7月 5日（日） ・芦北町へ支援物資のお届け（飲料水、トイレットペーパーなど）

・電気自動車の貸出し （7月17日まで）
② 7月11日（土）・八代市坂本町（当時球磨村へのベース拠点）へ支援物資のお届け（飲料水）
③ 7月12日（日）・人吉市で災害ボランティア活動（上青井町の民家の泥出し・家財道具の

運び出し）4名
・人吉市の被災事業者へ支援物資のお届け（衛生用品類）

④ 7月18日（土）・人吉市で災害ボランティア活動（城本町の民家の泥出し・家財道具の
運び出し）9名

⑤ 7月25日（土）・人吉市で災害ボランティア活動（青井神社周辺の災害ゴミ除去・清掃）9名
・青井阿蘇神社、上青井町物資支援拠点、人吉スポーツパレス（避難所）へ
支援物資のお届け（衛生用品、タオル類）

⑥ 7月28日（火）・人吉市へ支援物資のお届け（支援者から寄贈いただいた冷蔵庫・洗濯機・布団類）
⑦ 8月9日（日） ・災害ボランティア活動（人吉市芳野旅館）壁はがし、清掃、9名
⑧ 8月23日（日）・支援物資のお届け（人吉市物資支援拠点）自転車
⑨ 8月30日（日）・災害ボランティア活動（球磨村）公民館の泥出し、壁はがし、9名
⑩ 9月10日（木）・支援物資のお届け（人吉市仮設住宅）毛布類

今回の令和2年7月豪雨災害においては、人吉球磨、芦北地域の被災地
への支援を目的に、当団体が受け皿となって、作業ボランティアの呼び
かけと現地活動、スタッフやスタッフの友人知人から届けられた支援物
資などのお届け、義援金の呼びかけを行ってまいりました。
現地では、まだまだ復旧・復興・被災者の生活支援に向けての活動が続けられていますが、
当団体としての支援活動については、一旦区切りをつけたいと考えております。
被災地の本当の意味での復興はこれからですが、当団体としても地域づくりの視点から今後
も関わっていければと考えております。
酷暑のなか作業ボランティアに参加いただいた方、支援物資や義援金を頂いた方、本当にあ
りがとうございました。

皆さま方からの当団体を
げます。

皆さま方からの当団体を通じた被災地へのご支援に
心より感謝申し上げます。

7月18日 人吉市城本町の民家の泥出
し、家財道具の運び出し

7月25日 人吉市青井阿蘇神社近くの
周辺道路道路の災害ゴミ除去

8月9日 人吉市芳野旅館の壁はがし 8月30日 球磨村公民館の泥出し、
壁はがし


